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1. 本誌 は､物性 の研究 を共 同 で促進 す るため､研究者 が その研究 ･意
見 を自由 に発表 し討 論 しあ い､ また､研究 に関連 した情報 を速 や か
に交換 しあ うこと を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊行 され ます｡掲
載 内容 は､研究 論 文､研究 会 ･国際食言義な どの報告 ､講義 ノ√- ト､
研究 に関連 した諸 問題 につ い ての意 見､ プ レプ リン ト案内 ､ ニ ュI
スな どです0
2. 本誌 に掲載 され る論文 につ いては､原則 と して審査 を行 をい ませ
ん ｡ 但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す る ことを著 しく不適 当 と言忍めた も
の につ いては､改訂 を求 め､ または掲載 を拒絶 す ることが あ ります｡
3. 本誌 の掲載論 文 を他 の学術 雑誌 に引用す るときは､著者 の承こ譜 を
得 た上 で PrivatecommunicationL扱 いに して下 さい｡
投稿親定
1. 原稿 は400字詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため
に権 力簡青紫にお書 き下 さい .
2. ･原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コピー)操 出 して下 .さい0
3･一数式 ､記号の書 き方 は Progress,JoLTrnalの投稿 規 定 に準 じ､
立体 "∩"､ イ タ.リック "T_"､ ゴシ ック "w M､ギ リシャ文字 "ギ"､
花 文字 ､大文字 ､小 文字等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに
くいOとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､､Cとe､I(エ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ
ル)､ uと′V､†(ダガー)と+(プ ラス)､¢と卓とFと¢等 も赤 で指定 し
て下 さい｡
4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 い て下 さい｡
5. 1行以内 にお さま らない可能性 の ある長 い数式等は 必ず-改行 の際
の切 れ 目を赤 で才旨定 して下 さ い ｡
6. 図 は その まま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス された もの)
とその コピー を本 文 と別 に論 文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を
本 文の欄外 に赤 で指 定 して下 さい ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡
図 の説明 を含 め 1頁 (13×19Cポ) 以 内 に入 らない もの､ その まま印
刷 で きをい図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 めていただ きます O
国 中の文字 は亨舌芋 にいた しませ ん｡ 図 の説明は別紙 に書 き､ 原稿 に
添 えて下 さい｡~
7. 授稿 後の原稿 の訂正 はてもきるだ け避 けるよ うに して下 さい.
8. 別刷 御希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上10部単位 で お申込 み下 さい｡
別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請求下 さい) に従 いヽ別刷 を受取 っ
て′か ら 1ケ月以 内 に納 めて下 さい｡ (郵便切 手 によ る.受付 は いた し
ません｡)
9. 原稿締切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発行詰 に掲載 され ます｡
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-､ことばの多き -､口のはやき 一､とはずがたり 一､きしでロ ー､手
がら話 -､公事の話 -､ふしぎの話 -､公儀のきた 一､人の物いひきらぬ
中にものいふ -､ことばのたがい -､能く心得えぬ事を人に教ふる -､物いひ
のきほどき 一､話の長さ 一､かうしゃくの長き -､ついでなきはなし 一､日
まん話 -､いさかひ話 -､物いひのはてしなさ 一､へらずロ ー､子どもを
たらす -､たやすく約そくする 一､ことごとしく物いふ -､いかつがましく物




いひとはす 一､ものしりがはにいふ -､ひき事の多き -､あの人にいひてよき
ことをこの人にいふ 一､へつらふ専 一､あなどる事 一､人のかくす事をあから
さまにいふ 一､顔を見つめて物いふ -､腹立てる時ことわりをいふ -､はやま
り過ぎたる 一､己が氏素性高さを人に語る -､推し量りの事を真事なしていふ
-､ことばとがめ -､さしたる事もなきをこまごまといふ 一､見る事きく事を一つ
一ついふ -､役人のよしあし -､こどものこしゃくなる -､わかい者のむだば
なし -､首をねじて理くつをいふ -､ひき事のたがふ -､おしのつよき ､
いきもつきあわず物いふ -､好んでから言葉をっかふ 一､くちまね -､都言葉
をおぼえてしたる顔にいふ -､ね入りたる人をあわただしくおこす -､説法の上手
下手 -､よく物のかうしゃくをしたがる 一､老人のくどき -､しかたばなし
-､こわいろ 一､口をすぼめて物いふ -､めずらしき話のかさなる 一､品に似
合はぬはなし 一､人のことわりを聞きとらずしておのがことをいひとはす -､いな
か者の江戸言葉 一､よく知らぬことを博なくいふ -､きき取ばなし 一､人にあ
うて都合よくとりつくろうていふ -､わざと無ざうさにいふ -､貴人に対してあう
いたしまする -､学者くさき話 一､風雅くさき話 一､さしてもなき事を論じる
一､人のきりょうのあるなし -､幸の重りたる時物多くもらふ時､有り難き事をといふ
-､くれて後人にその事を語る 一､おのれがかうしたかうした -､あひだの切れぬ
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1.会 費 :当会 の会費は前納 制 をとってい ます｡ したがって､ 3月未 ま
で にな るべ く 1年間分会費 を御支払 い下 さい｡
なお新規入会 お申込 みの場合 は下 書己の会費以外 に入会金 とし







(1年分 まとめてお支払 いが困難 の向 きは 1volume 分ず■っ で ち
結構 です)
2. 支払 いの際 の注意 :なるべ く撮 替 用紙 を御利用の上御納 入下 さい｡
(振替貯 金 口座 京都こ1-5312) (現金 書留は御遠慮下 さい)
をお通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい｡
雑こ誌購ヒ読者以外の代理 人 が購読料 を送金 され る場合､必ず-会 員本
人 の名前 を明記 して下 さい｡
3. 送本 中止 の場合 :次 の volumeよ り送本 中止 を森望 される場 合､
かな らず､｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡
4. 会 費 の支払遅 滞の場合 :当会の原則 と しては､正 当な理 由 な く2
vols.以上 の会費 を滞納 された場合 には,送本 を停 止す ることにな
ってい ますので御留意下 さい｡
5. 一括 送本 を受 ける場合 :個 人宛送本中.に大学等 で一括配布 を受 け
る様 に在った場合は､必ず ｢個 人宛送本 中止､一括 配布希望｣ の逮
知 を して下′さい｡逆 の場合 も同様 です｡
6. 送本 先変更 の場合 :住 所､勤務先 の変更 等 によ り送本先 が変 った
場合 は､必ず送本先変更届 を提 出 して下 さい｡
学校 ､研 究所 等機至関会員
1. 会 費 :学校 ･研究所等 での入会二及 び個 人 で あって も公費払 いの と
きは機 関会員 とみな し､代金 は､ 1冊 1,300円､ 1Vol.7,800円､
年間15,600円 です｡ この場合 ､入会金 は不用 です｡〉学校 ､面究所 の
会 費の支払 いは後払 いで も結構 です. 入会や 込 み をされ る時､支払
･いに請求 ∴見積 ､納 品書が各何通必要 か をお知 らせ下 さ い ｡
をお､ 当会 の請求書類 では支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､
貴研究機 関の請求書類 を送付 して下 さい｡
2･ 送本 中止 の場合 :発行途 上 にあ る volumeの途 中送本中止 は認 め
られ ませ ん｡ 退会 され る場合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中止時 期 を明
記 して ｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡
雑掟未着の場合 :発行 Elよ り6ケ月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡
物性研究刊 行会
〒606 京都市左京区北 白川追分町 京都 大学湯 川記念館 内
℡ (075)753-7051 722-3540
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